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製品紹介 312～314ケース鎌錠 製品紹介 310～311

一般住宅屋内用木製引戸（玄関や屋外、浴室には使用できません）
◇対応戸厚：30mm～38mm

サムターン側
エスカッション

※サムターン

エスカッション
固定ねじ

※鎌

※非常解錠

表示側
エスカッション

室内側 室外側

2 ストライクの取付け
ストライクを枠の加工穴に
差込み、ねじ止めします。

1 掘込加工 3 ケースの取付け
掘込加工参考図に基づき、
戸と枠に掘込加工をします。

鎌錠ケースを戸の加工穴に
差込み、ねじ止めします。

4 エスカッションの取付け

■掘込加工参考図

※掘込加工は上図や商品添付の取扱説明書を参考にして正確に行ってください。
※掘込加工部には必ず芯材を入れてください。芯材が無いと引戸内部で鎌錠が振られ、
　製品が変形･破損･故障するおそれがあります。

■施工ガイド

鎌錠KJ専用ストライク
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加工の場合
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4-R6
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［添付品］鎌錠、ストライク取付用ねじ：＋皿木ねじ 3.1×16 4本
エスカッション固定ねじ：＋皿小ねじ M4×25  2本

ストライク

シリンダー
(CFの場合)

前後調整 上下調整
初期状態は戸と枠に隙間ができます。
前後調整ねじを左に回すことにより
4mmまでの隙間調整ができます。

①上図のようにエスカッションで扉をはさみ、
　エスカッション固定ねじで固定します。

②取付け後は、必ず動作確認をしてください。

枠 戸

隙間

枠 戸

鎌が十分に掛かっていない場合は、
上下調整ねじを緩めて、上に5mm、
下に5mmの調整ができます。

枠 戸枠 戸

調整ピース
が前後する

調整ピース
が上下する

ケース鎌錠KJ51　F2・F3 引手付きタイプ　CF シリンダー／引手付きタイプ

※サムターンおよび※鎌、※非常解錠のそれぞれ
の位置が、図のようになっているかを確認し、
取付けてください。

ご注意

ご注意

ストライクの調整

ケース

上下調整ねじ

前後調整ねじ

ボックス

ストライク
カバー

ストライク

固定ねじ

鎌錠

室外側
エスカッション

室内側
エスカッション

非常解錠装置

鎌

フロント 表示窓
(F2には
 表示シールなし)

アウトセット引戸鎌錠

ボールペンなど

非常解錠装置

右勝手への切替え

①ケース本体とフロントを固定して
　いる、2本のねじを外します。

③フロントと鎌を反対側に返します。

フロント フロントフロント

鎌

鎌

鎌

ケース本体

ケース本体

④鎌をケース本体に取付けます。 ⑤フロントを組込み、反対側からねじで
　ケース本体に固定します。

ケース本体

納品時

［添付品］ 
ケース固定ねじ：＋皿木ねじ3.5×20　2本
エスカッション固定ねじ：＋皿小ねじM3×20　2本

一般住宅屋内用木製引戸（玄関や屋外、浴室には使用できません）
◇対応戸厚：33mm～40mm

アウトセット引戸鎌錠　FK4560 

②ケース本体から、フロントと鎌を
　分離します。

納品時は左勝手　 です。
右勝手として使用する場合は、下記の手順で
ケースの切り替えをおこなってください。

鎌錠

鎌錠

ご注意

左勝手

右勝手

■非常時の室外側からの解錠方法
非常解錠装置の中央の穴部にボールペンなどの
先端の細いものを差込んで下げると、解錠でき
ます。
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